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  ２０２０年２月１４日（金） No.２７９６ 

 第２８５２回 例会 

 ○ ソング「四つのテスト」 

 〇 卓話 

    「ロータリーの友にみる職業奉仕のトレンド」 

            田中 章慈 会員 

 四四 つつののテテスストト  （言行はこれに照らしてから）  ⅠⅠ真真 実実かか どどううかか ⅡⅡみみんんななにに公公 平平かか ⅢⅢ好好 意意 とと友友情情 をを深深めめるるかか  ⅣⅣみみんんなな ののたためめ ににななるるかかどどううかか 

2019-2020年度 RI会長 ﾏｰｸ･ﾀﾞﾆｴﾙ・ﾏﾛｰﾆｰ 「 ROTARY CONNECTS THE WORLD 」 

事務所 〒640-8215 和歌山市橋丁23 

          Ｎ-4ビル 2Ｆ 

 TEL(073)423-8822  FAX(073)423-8821 

 http://www.wminamirc.jp/ 

例会場 〒640-8156 和歌山市七番丁26-1 

 ダイワロイネットホテル和歌山 TEL(073)435-0055 

例会日 毎週金曜日 12時30分～13時30分 

前週の報告  ２０２０年２月 ７日（金） 

出席報告    会員８１名（出席規定適用免除会員１０名） 

          出席６０名  ホームクラブ出席者７４．０７ 

会長報告 

ガバナー     中野 均 

本日のプログラム 

  
 

 ２０２０年２月１９日（水） 

 ○ ソング「奉仕の理想」 

 〇 和歌山東南RCとの合同夜間例会 

      アバローム紀の国 

             18：30～ 

皆様こんにちは。 

先週に引き続き、木村哲人会員 

・湯山弘二会員 の新会員卓話

です。 

後程よろしくお願いいたします。 

先日ＲＩ日本事務局から2020年

2月「平和構築と紛争予防月間」

のリソースが届きましたのでお

知らせいたします。 

ロータリーは、1905年の設立以来、奉仕の熱意とビジョンを

もつリーダーたちを結びつけ、より良い地域社会と世界を

つくるという共通の目標を支えてきました。 

真の変化を生み出すには地域社会に根ざした活動が必要

であると、ロータリーは信じています。世界35,000以上のク

ラブと約120万人のロータリアンが、自ら行動し、それぞれ

の地域が抱える課題に取り組んでいます。 

ロータリーは以下の6つの重点分野に力を注いでいます。 

水と衛生、教育の支援、疾病との闘い、母子の健康、経済

と地域社会の発展、平和の推進です。 

重点分野を定めることで、クラブは、地域のニーズに効果

的・効率的にリソースを配分できます。ロータリーは、最も

差し迫った課題がある分野に重点を置くことで、人びとの

生活に持続可能な変化をもたらすことを目指しています。 

ロータリーはまた、長期的な解決策を生み出すために、専

門知識や現地の事情に詳しい団体、企業、政府機関、自

治 体 と 協 力 し て い ま す。ユ ニ セ フ、米 国 国 際 開 発 庁

（USAID）、米国疾病対策センター（CDC）、ワールドビジョ

ン、セーブ・ザ・チルドレン、CARE、各国保健省・教育省、

国際企業など、必要な技術と知識、リソースをもつ団体と協

力することで、ロータリアンの活動効果をさらに高めること

ができると書かれています。 

今回のミャンマ－の幼稚園、保育園の建設支援は、まさし

く「教育への支援」です。 

そして「必要な技術と知識、リソースをもつ団体と協力す

る」、つまり日本ミャンマー豊友会の協力のもと、支援が実

行されると思っています。 

今回の我が和歌山南RCの目的はミャンマ－保育園・幼稚

園の建設のための設備投資支援のみです。今世界的に

必要とされている識字率向上、教育への環境整備、そして

ヤンゴンRCとのグロ－バル補助金を活用しての支援等

は、次年度の樫畑年度以降に決めることであります。 

来週の金曜日2月14日からミャンマ－へ行きます。 

上西副会長が、私に代わって会長挨拶を頂けます。 

今コロナウイルスが蔓延している最中、参加者10名が気合

を入れて調印式に臨んできます。 

皆様無事の帰国を御祈願ください。 

ちょっと知って得する豆知識 

今は、カニのシ－ズンですが 

ところでよく聞くズワイガニって何ですか？ 

越前は福井県・石川県辺りで水揚げされるカニを「越前ガ

ニ」と言っています。 

島根県、鳥取県、兵庫県、京都府で水揚げされたカニを
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委員会報告 

幹事報告 

 

    ニコニコ箱 

 

本人誕生日・・・大林君・窪田君・栗本君・宮本（保）君・ 

          吉村君 

奥様誕生日・・・岩橋君・岡崎君・広瀬君・前窪君 

事業所創立・・・植田君・藤田君・宮本（保）君・山田守君 

入会記念日・・・北畑君・田中（章）君・林（芳）君・水城君 

 

山田（昭）君・・・博多の姪がお参りに来てくれました。 

窪田君・・・湯山様 卓話ご苦労様です。 

北畑君・・・橋本先生においしいお酒をいただいて。 

岩本君・・・出席ニコニコです。 

前嶋君・・・大林さん ごちそうさまでした。広瀬さん おいしい 

       ワインありがとうございました。 

野村君・・・ちょっと良い事があって！！ 

柘植君・・・ちこくおわび。 

IDM残金・・・２班 

IDM残金・・・７班 

 

「松葉カニ」、と言っています。 

ズワイガニは松葉ガニ、越前ガニなどの総称でこの種類の

カニの名前です。 

北海道で獲れるものやロシアで獲れたカニはズワイガニと

呼ばれます。 

以上をもって会長報告とさせていただきます。 

①プログラム委員会 

 北芝昌明委員長 

３月１３日例会、会員の方の 

卓話お願いします。 

 

 

 

 

②国際奉仕委員会 

 水城 実委員長 

 来週金曜日の１４日からミャン

マーに１０人で行って来ます。

鯉のぼりはエレクトーン奏者の

岡崎さんから寄贈頂きました。

本当にありがとうございました。

道中コロナ肺炎が心配されて

いますが、マスクの着用、手洗

い、うがいなどで十分の注意し

て元気に奉仕活動して参ります。 

①地区より先週ご案内しました

ローターアクト主催の献血の件

で応援のお願いが来ています。

昨年度の献血も献血者は多く

事業自体は成功したらしいので

すがロータリアンの皆さんの献

血また応援が少なかったよう

で、献血しなくてもいいのでアク

トに対しての応援をお願いしま

すとのことです。地区内4カ所で開催されますが当クラブか

ら一番近い会場はメッサオークワガーデンパークとなって

おります。 

②3月13日から訪問予定の岡山ＲＣ訪問ですが新型コロナ

ウィルスの状況をみて実施するかしないかを本日の理事役

員会にて決めたいと思います。もし中止若しくは延期となっ

た場合、事務局より参加予定者にお知らせ致します。 

本日は以上です。  

２月お誕生祝 
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卓 話 卓 話 

「取材の中からの 

 一話」 
 

 

木村 哲人 会員 
  

今年は戦後75年。そこで、戦後の混乱期に母親と生き別

れになった、ある日系人女性の母親捜しに、和歌山大の研

究者が関わり、捜し当てたという話を紹介します。 

 和歌山大の准教授、木川剛志さん（43）に、フェイスブック

を通じて「キガワ・ノブコという女性を知りませんか」とのメッ

セージが届きました。送り主は、米国テキサス州に住む、

バーバラさんという73歳の日系人女性の家族で、「キガワ・

ノブコさん」はバーバラさんの母親です。「キガワ」という苗

字の日本人に向けて、思いつくままメッセージを送っていま

した。和歌山大の木川さんには覚えがありませんでした

が、バーバラさんの母親捜しに深く関わっていくことになり

ます。 

 終戦後、バーバラさんは日本人の母親と、米兵の父親と

の間に生まれました。母親と横須賀で暮らしていましたが

貧しく、養護施設に預けられ、その後、国際養子縁組でア

メリカ人夫婦に引き取られて渡米しました。 

 和歌山大の木川さんはメッセージをきっかけに、アメリカ

までバーバラさんに会いに行き、日本で母親捜しをするこ

とに。横須賀で「キガワ・ノブコさんを知りませんか」と訪ね

歩きました。その結果、バーバラさんの母親を捜し当てまし

たが、約30年前に亡くなっていました。 

 バーバラさんは、木川さんの招きで昨年10月に来日し、

母親の足跡をたどる旅をしました。母親の写真も見つかりま

した。バーバラさんは「自分が日本人であることを確信でき

ました」と泣いていました。和歌山大学の木川さんは、この

物語を映画にし、和歌山でも上映する予定です。 

「和歌山南ＲＣの 

皆様、湯山です」 
 

 

湯山 弘二 会員 
 

令和元年１０月に栄えある和歌山南ＲＣに入会させていた

だきました湯山です。 

今回、新人卓話の機会をいただきましてありがとうございま

した。 

始めに自己紹介をいたします。私は大阪府豊中市の千里

ニュータウンで、大阪万博の年に生まれました。１８歳、高

校卒業まで大阪で育ち、平成７年に農林中央金庫に入庫

いたしました。 

入庫後は、東京（本店）勤務を皮切りに、青森、愛知（担当

は三重県）、東京、香川、福岡（担当は福岡・佐賀県）、群

馬と任地を変え、前任は本店の事務企画部でＪＡバンクの

システムを担当しておりました。現在、和歌山営業所の所

長として、県内のＪＡ・信連への農業融資サポート、住宅

ローン・投信などの事業推進、経営指導を担当しておりま

す。 

本日の卓話では、農林中央金庫とはどういう組織なのか？

どのような形で第一次産業の発展に尽力しているのかを説

明させていただきます。また、農林中央金庫の国際分散投

資の内容と今後の世界金融情勢について、私個人の見解

を述べさせていただきます。 

最後に、農林中央金庫が和歌山県森林組合連合会と特

別協賛して開催される「木の国 わかやま 木育キャラバン

in和歌山市」をご紹介いたします。２月２２日（土）、２３日

（日）の両日、ノーリツアリーナ和歌山で開催されます。「た

くさんのおもちゃで一日遊び放題」をキャッチフレーズに、

次世代を担う子供たちに木の温もりを感じていただきなが

ら、森林の大切さを学んでいただく取組みです。入場は無

料（一部ワークショップは材料費の負担あり）です。ぜひお

越しください。 



 

 

親睦活動委員会メンバー   ゴルフ同好会 

 

ゴルフ同好会、2月度月例、通算680回が2月9日（日） 

和歌山カントリークラブにて開催されました。 
 

優勝は、井口善隆会員でした。 
 

今後の開催予定は、3月8日（日）・4月12日（日）・5月24

日（日）・6月14日（日）場所は、和歌山カントリークラブに

てとなっております。 

同好会の皆さん ご参加お待ちしてます。 

２０１９－２０２０年度テーマ：「 参加してロータリー活勣を楽しもう 」 


